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大泰寺「十二神将立像」修復事業

宗教法人大泰寺　代表役員　　西山　十海

 ＜修復前＞

十二神将立像
子神像　全高 52.8cm
丑神像　全高 51.3cm
寅神像　全高 49.5cm
卯神像　全高 51.5cm
辰神像　全高 51.8cm
巳神像　全高 47.8cm
午神像　全高 51.5cm
未神像　全高 48.8cm
申神像　全高 50.5cm
酉神像　全高 49.2cm
戌神像　全高 47.4cm
亥神像　全高 47.2cm

和歌山県

解説
　修復前に精緻な調査を行い、寸法や形状を記録した。詳細な調査は初めてで、後世に伝えられる十分
な資料を作ることができた。制作時期は、鎌倉後期から室町前期頃と推定される。12体全てが制作当時
から保存されており欠損がない点は高く評価できる。矧ぎ目が外れかけており、安定感を欠いていたが、
修復の結果、非常に安定した状態を取り戻すことができた。また、十二神将の特徴である頭上の十二支
や持物も、一部欠損していたが、作り直してもらい、本来の姿を参拝者に見て頂くことができるように
なった。宿坊を営んでおり、世界中から大泰寺を訪れる観光客に、日本の仏像文化を学んで頂ける環境
が整った。
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 ＜修復後＞

修復業者
　有限会社 泉企画

修復内容
　表面の塗装については剥落止めを施し塗装を安定させた。本体及び台座の矧ぎ目が緩んでいた箇所に
ついては、一旦割り離して、清掃後に再度接着し安定感をもたせた。また欠損箇所については、ヒノキ
材で補作した。また持物については欠失や不適合な個所があり、ヒノキ材で補作した。背面の光背台が
残っているものに関しては、一旦取り離し、本体修復後に元の位置に戻した。台が欠損している場合は、
補作せず、そのままにした。
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